ゲートが拒否すべきバッジを通してしまう
有効なバッジでしか試したことのないリーダーは、全員を通すリーダーです。バッジゲートで 実際に起きる 9 つの不具合と、その本当の正体。
2026-08-30   ·   https://offision.com/help/ja/integrations/the-gate-admits-a-badge-it-should-refuse/
Offision の来訪者バッジを読むゲートは、Offision に判定を尋ねてそれに従います。以下の不具合は
ほとんどが 2 つのどちらかです。ゲートが本文の答えではなく HTTP ステータスに従っている場合と、
資格情報に書き込みが許されていない場合。呼び出しそのものは
来訪者バッジ API が返すもので説明しています。
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